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	 新年、明けましておめでとうございます。配置業界、当会には常日頃ご支援、ご協力を賜り

誠に有難うございます。本年も宜しくお願い致します。	

	

本年８月 24 日、厚生労働省医薬・生活衛生局より関係団体に通知された「登録販売者に対す

る外部研修の自主点検について」は、聊か衝撃であった。	

当会は、既存配置販売業の維持継続を目的として設立され、改

正薬事法とその附則の下、既存配置従事者の資質向上努力義務を

全うするため、10 年に亘り「置き薬医薬品販売士講習」を実施し

てきた。同講習の基準となるのが 21 年３月 31 日付の医薬食品局

総務課長通知「薬事法の一部を改正する法律附則第 12 条に規定す

る既存配置販売業者の配置員の資質の向上について」である。今

回の通知は、それと比較すれば外部研修機関に対して高い条件を

設定している。	

「外部研修ガイドラインで示す事項を満たしていることを別紙

１（外部研修実施機関の自主点検表）及び別紙２（講師名とその

所属、経歴等の一覧）により、自主的に点検するとともに、研修

が充実したものとなるよう、定期的かつ計画的に見直しをするこ

と。また、都道府県に実施する研修に概要を届け出る際には、例

えば、別紙１及び別紙２で確認した内容を併せて提出することなどにより、外部研修ガイドラ

インで示す事項を満たしていることを明らかにすること」としている。	

自主点検表の確認事項として、外部研修の実施機関自体

が「研修の専門性・客観性・公平性を確保しているか」、「登

録販売者の職能に応じた相当の研修実績を有しているか」。	

その実施体制に「(1)研修の客観性を確保可能な教育、

学術関係、消費者面の講師を擁しているか、(2)企画・運

営、実施形式、内容、時間数、修了証の交付等の実施要項

を定めているか、(3)研修の講師は専門的な技術・知識を

有しているか、(4)研修の実施方法や実績等の情報を公表

すること等により透明性を確保しているか、(5)自治体へ、

実施する研修の概要を届出、研修の実施方法、実績等の情

報も提供することが可能か」としている。	

既存配置は、配置専用の限定された医薬品を配置方式に

よる販売が許されているにせよ、指定第２類医薬品も取扱

え、その点では登録販売者と同程度の資質が求められ、今

回の通知は「他山の石」ではなく、我々が当事者として受

け止めねばならいと理解している。	

当会の「置き薬医薬品販売士講習」は、今回の通知もある程度満足していると自負するとこ

だが、なお一層、制度、研修内容、運営方法の改善に取り組む所存である。	
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